








　名簿は異動や退職で学校を去った順に並んでいる

が、数行上に

　　［弘中又一　明治33．４－大正８．３」　数学］

とある。

　弘中又一は、熊谷中学の前の勤務地が愛媛県の松

山中学で、漱石と同僚であり、『坊っちゃん』のモ

デルとなった人。

　大正７年度は、熊谷中学で池本先生の最初の年で

あり、弘中先生の最後の年と重なっている。池本先

生は、弘中先生をとおして漱石についての理解を深

めたことがおおいにありうる。

　須田剋太が熊谷中学に入学したのは、弘中先生が

京都の同志社に移ったあとの大正９年４月で、昭和

２年３月に卒業した。そのうち大正11年から３年間

は病気で休学しているから、池本先生に教わったの

は大正９年と10年の２年間か、どちらかの１年間と

いうことになる。

　弘中先生が国語の池本先生に漱石のことを話す。

　池本先生は授業で漱石をすすめ、青年・須田剋太

がいっしょうけんめい漱石の文章を覚えようとして

いる。

　須田剋太の「池本先生が」というひとことと、そ

れを司馬遼太郎が記録しておいてくれたおかげで、

100年ほど前の母校のおもかげがうっすら思いうか

んでくる。

　　　　　　　◇　　　　　　　◇

　熊谷高校の同窓会の事務局で古い名簿を調べたと

き、昭和２年（1927年）の須田剋太の卒業時のアル

バムも見せていただいた。

　「埼玉県立熊谷中学校　第28回卒業生写真帖」と

ある。

　判型は小ぶりで横長。

　校長ひとりの写真、校舎の写真、職員一同の写真

（職員名はない）のあとに卒業生の写真と名前だけ

が並ぶ。

　生徒の写真は１ページに８人がならんで、16ペー

ジ、最後のページだけ７人で、総数127人。

氏名の文字は印刷されているが、それだけの人数の

楕円形の写真が１枚ずつ貼りつけてあり、ずいぶん

手間がかかっている。

　おもしろいのは並びの順序で「卒業生（トリナ）

順」とある。

　50音順やイロハ順のほかに、トリナ順などという

ものがあることを初めて知った。1903年に万
よろず

朝
ちょう

報
ほう

という新聞社が、新しいいろは歌を公募して１等に

当選した「とりなくうた（鳥啼く歌）」のこととい

う。

　トリナクコエス　ユメサマセ

　（鳥鳴く声す　夢覚ませ）

　ミヨアケワタル　ヒムカシオ（ヲ）

　（御世明け渡る　東を）

　ソライロハエテ　オキツエニ

　（空色映えて　沖つへに）

　ホフネ　ムレイヌ　モヤノウチ

　（帆船　群れいぬ　靄のうち）

　イロハにはかなり濁音が混じっているが、トリナ

はほとんど清音で無理がなく、意味もとりやすい。

20年ほど後の公立中学校の出版物に採用されるほど

に普及していたことになる。

　写真帖では、そのとおりに、戸田、中田、栗崎、

小林、須藤－というふうに並んでいる。
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（校舎の写真で尖った塔があるのは理科棟だった

という。僕が通ったころにはなかった。）



　須田剋太はきりっと学生服を着て、胸ポケットか

ら白いハンカチがのぞいている。

　男子ばかりの学校で、ほとんどが学生服だが、数

人は着物を着て写っているような時代だった。ほか

の学生たちがいかにもその時代の田舎の青年らしい

風貌なのに比べ、須田剋太は、表情も、学生服の着

こなしも、スマートで都会ふうに見える。襟元に白

いカラーをのぞかせているが、こういうものをして

いるのも数人だけ。

　後年、『街道をゆく』の挿絵を描いていたころの

須田剋太は、世間のファッション感覚から浮いた服

を場所にも季節にも関係なく着とおした。長く関西

に暮らしてからも、熊谷あたりの無骨な言葉づかい

を貫いた。

　でも若いころはなかなかダンディで、ちょっと意

外な気がした。

＊　須田剋太が描いた絵にそくして足跡をたどる旅

については、ホームページ［須田剋太の旅］http：

//www.kokuta.com/ を参照ください。

また、池本先生についてご存知のことがあればお知

らせください。 （1968年度　高第21回卒）
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（名前は須田剋太を名乗る前なので本名の須田勝三

郎になっている）


